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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 0 6 1 0 11 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中園一郎・教授 理事長・評議員 日本法医学会 

中園一郎・教授 理事・編集委員長・会長 日本法科学技術学会 

中園一郎・教授 評議員 日本 DNA 多型学会 

中園一郎・教授 評議員 日本 SIDS 学会 

池松和哉・准教

授 
評議員 日本法医学会 

 

競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中園一郎・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 

受傷後早期に発現する新しいマーカーを利

用した法医病理学的診断法の確立 

池松和哉・准教

授 
日本学術振興会 分担 基盤研究（A） 

サイトカイン・ケモカインを指標とする包括

的分子法医診断学の確立 

池松和哉・准教

授 
日本学術振興会 分担 萌芽研究 

覚醒剤投与マウス心臓における蛋白質発現

の探索：覚醒剤乱用者の突然死診断への挑戦

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 代表 特別研究員奨励費 

飲酒事故におけるアルコール鑑定法の確立 

 

その他 

学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

新宮啓太、池松和

哉、蔡 忠廷、松

尾 綾、中園一

郎・教授 

Award for Best Poster in Forensic 
Toxicology 

German Society of 
Legal Medicine 

メタンフェタミン長期投与マウ

スの肝臓における FMO3 遺伝

子・蛋白質の経時的発現動態 

 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 鹿児島大学医学部 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 金沢医科大学医学部 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 産業医科大学医学部 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 福岡大学法学部 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 宮崎大学医学部 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 長崎県警察本部警察学校 
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中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 科学警察研究所 

中園一郎・教授 非常勤講師（法医学） 国立保健医療科学院 

中園一郎・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県長崎こども女性障害者支援センター 

中園一郎・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県佐世保こども女性障害者支援センター 

池松和哉・准教授 非常勤講師（法医学） 久留米大学 

池松和哉・准教授 非常勤講師（法医学） 長崎県警察本部警察学校 

池松和哉・准教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県長崎こども女性障害者支援センター 

池松和哉・准教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県佐世保こども女性障害者支援センター 

 


